
 
【第60回卒業証書授与式】 主体性を発揮する場  

今年度の卒業生41名は、穏やかな中にも闘志を燃やし、必要な場面で確実に力を発揮する、素晴らしい

41名でした。利根沼田文化会館での合唱は本当に素晴らしかった！それぞれの進路で、それぞれの夢の実

現を目指して頑張ってください。西中在校生・職員一同、皆様のご活躍をご期待しております。 

卒業生のご家庭の皆様には、お子様のご卒業心よりお祝い申し上げます。おめでとうございます。また、

これまでの３年間、本校の教育活動へのご理解・ご協力をいただき誠にありがとうございました。 

本日の卒業証書授与式の式辞を掲載させていただきます。 

学校教育目標 ○向学･･･自ら学ぶ生徒 ○礼節･･･思いやりのある生徒 ○進取･･･挑戦する生徒 
 

重 点 目 標  主体性と学び愛・支え愛の創造  ～大きな声であいさつ・返事！笑顔あふれる西中にしよう～ 
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式 辞 
春のあたたかな陽ざしが、心地よくふりそそぎ、やわらかな春の風に誘われ、みんなで植えたパンジーやチューリップの
球根も元気に花を咲かせようと準備をしています。 
春の訪れとともに、我らが三年生の卒業も近づいてきました。 
本日、この良き日に、沼田西中学校を巣立っていく四十一名の卒業生のみなさん。ご卒業、おめでとうございます。 
担任の先生の呼名に、背筋をピンと伸ばし、大きな声と前に出る勇気で応え、凜として卒業証書を受け取り、堂々と歩く
姿に、目頭が熱くなりました。学び愛と支え愛の成果を体一杯に詰め込んで、それぞれの未来に向けて、羽ばたく準備がし
っかりできていますね。進級したばかりの四月、新入生を迎え、本格的に西中の“顔”としての一年がスタートしました。生
徒会活動、部活動では、西中の伝統をしっかり受け継ぎ、自分から進んで行動する三年生の背中に、頼もしさを感じました。 
本年度の重点目標を決める学校集会では、異学年の少人数グループで、三年生が中心となって話し合いを進め、意見
をまとめていました。そして、重点目標サブテーマ「主体性と学び愛・支え愛の創造～大きな声であいさつ・返事！笑顔あふ
れる西中にしよう～」が決定しました。『笑顔あふれる西中』はみんなが目指すゴールになりました。このゴールに辿り着く
ため、主体性と学び愛・支え愛の創造に取り組み、大きな声であいさつ・返事！を実践してきました。 
西中生といえば「人懐こくて、優しくて、温かい生徒」その反面で「物怖じして、消極的で、前に出たがらない生徒」という
印象がありますが、皆さん自身の評価はどうですか？もちろん中には、元気いっぱい夢いっぱい、積極的で社交的、やる気
満々という人もいますね。いろいろなタイプの人がいますが、全体的に控え目な方が多いのではないでしょうか。特に三年
生は、控え目な方が多い印象でした・・・が、修学旅行に一緒に行ってみたら、パワー全開・やる気全開・エネルギー爆発
で、元気いっぱいの三年生でした。中体連総体、マラソン大会、運動会、合唱コンクール、沼田市音楽発表会と、三年生なら
ではのやる気と元気と結束で、すばらしい成果を上げてくれました。 
皆さんにとって、西中での三年間はどうでしたか？特に三年目が刺激的だった！という人が一人でも多くいたら嬉しいで
す。いつも何かやってくれる学校集会、突然頼まれる植栽ボランティア、創立六十周年記念事業のドローン空撮･･･校長ワ
ールドに巻き込まれ、ジェットコースターに乗っているような一年間だったと感じている人も居るかもしれません。三年生の
皆さんの記憶にこの一年間が少しでも色濃く残っていたなら嬉しいです。 
令和七年度は、三年生を中心とした取組により、重点目標サブテーマ「主体性と学び愛・支え愛の創造～大きな声であ
いさつ・返事！笑顔あふれる西中にしよう～」を達成できたと考えます。目標達成の『あかし』として、『笑顔の種』が実りま
した。この『笑顔の種』から、芽が出て、花が咲き、実がなり、そしてまた新しい種がなり、沼田西中学校が『笑顔の花』でい
っぱいになればと願っています。本日、お配りした『笑顔の種』は三年生がカードを入れ、袋詰めをしてくれました。是非、お
持ち帰りいただいて、各ご家庭にも『笑顔の花』を咲かせていただければ幸いです。 
さて、在校生の皆さん、四月からは、それぞれ一学年進級し、二年生が最高学年、そして西中の新たな“顔”になります
ね。目の前の立派な卒業生に負けないよう、二年生は学校の中心となって、一年生は二年生を支えて、さらに、素晴らしい
沼田西中学校を築いていきましょう。 
卒業生保護者の皆様、本日はお子様のご卒業おめでとうございます。お子様が立派に成長され、この日を迎えられたこ
と、心よりお喜び申し上げます。これからも、あたたかく、そして、時には厳しく、子ども達の成長を見守っていただきますよう
お願い申し上げます。 
ご多用の中、星野 稔 市長 様 をはじめ、ご来賓の皆様方には、本校の卒業式にご臨席を賜り、誠にありがとうござい
ました。今後とも沼田西中学校の教育活動へのご理解とご協力、あたたかなご支援をお願い申し上げます。 
結びに、ご家庭の皆様、ご来賓の皆様をお招きして、第六十回卒業証書授与式を無事に挙行でき、笑顔いっぱいに、卒
業していく、四十一名の門出を盛大に祝福することができました。 
卒業生四十一名のさらなる飛躍を祈念いたしまして、本日の式辞といたします。 
 

令和八年三月十三日   沼田市立沼田西中学校   校長 平形 隆正  



【４校統合に向けて 西中生徒会発信のコラボ企画進行中！！】 主体性を発揮する場 

沼田西中学校は川田中学校と沼田中学校西分校が統合し昭和41年９月１日に開校しました。開校当初

は、現在の校舎は完成していなかったため、沼田中学校内の沼田教場と川田教場に分かれたまま授業を行っ

ていたそうです。昭和42年3月に第1回卒業証書授与式、その後、新校舎の完成に伴い、昭和42年4月８日

に第１学期始業式、10日に第1回入学式、新任式、開校祝賀式を開催しました。昭和43年２月18日に現在

の校歌が完成、３月に第2回卒業証書授与式が行われました。昭和42年から数えて今年度の卒業証書授与式

が６０回目となり節目の卒業式ということになります。 

沼田市新しい学校づくり実施計画により、令和１２年度までに沼田中、沼田南中、沼田西中、沼田東中の

４校が統合し、新しい沼田中学校となることが決定していますが、令和11年度末までは沼田西中学校は存

続します。統合する沼田中学校へ、沼田西中学校の伝統、西中魂を少しでも引き継いでいければと考えてお

ります。そうした取組の一つとして、以前にもお知らせしましたが、沼田西中生徒会発信で、 

新生沼田中学校「新校歌」制定に向けた 
沼田中・沼田南中・沼田西中・沼田東中生徒会コラボ企画『第二弾』 

「服部隆之先生への作曲依頼プロジェクト２０２６inぬまた」 
を進めています。最終的には服部先生への作曲依頼メッセージ動画を服部先生へお届けして、生徒達の熱い

想いをお伝えした上で新生沼田中学校の校歌の作曲を引き受けていただくことを目標としています。既に、

メッセージ動画の西中パートは完成し、沼中・南中・東中生徒会へ各校パートの動画制作を依頼していま

す。各校パート動画が集まり次第１本の動画に編集して服部先生へお送りします。３月中に服部先生からの

回答（快答）をいただけるよう頑張っています。 

 ご家庭の皆様にも趣旨をご理解いただき、生徒達の取組を応援していただければ幸いです。 

＜メッセージ動画の西中パート＞ 

 

 

 

 

 

 

＜服部隆之先生のプロフィール＞ 

服部隆之（はっとり たかゆき）1965年 11月 21日生まれ、東京都出身。 

祖父：服部良一 作曲家、編曲家 父：服部克久 作曲家、編曲家 

1983年に渡仏。1985年パリ国立高等音楽院に入学。同院修了後の 1988年に帰国し、音楽家としての活動を開始す

る。主にアレンジャーとして活動する傍ら、1990年のドラマ『代表取締役刑事』以降は劇伴作曲家としても活躍、1996

年に『藏』で、1998年には『ラヂオの時間』および『誘拐』で日本アカデミー賞優秀音楽賞を受賞した。1990年代に

はフジテレビ、2010年代には TBSのテレビドラマを多く手掛けた。 

2016 年に沼田市にもゆかりのある大河ドラマ「真田丸」の楽曲を担当、2013、2020 年にはドラマ半沢直樹、ルー

ズベルトゲーム、下町ロケット、陸王、ノーサイド・ゲームなど、数々の人気ドラマに楽曲を提供している。令和７

年３月には旧みなかみ町立新治中学校の校歌を祖父の服部良一氏が作曲されていた縁から、令和８年４月に開校する

月夜野小学校の校歌を作曲した。 

 服部隆之先生は、大河ドラマ「真田丸」を作曲されており、沼田市にも縁のある方で、何といって

も、沼田西中・沼田南中、両校の作曲をお祖父様である、服部良一先生が手掛けております。生徒達

の熱い想いが服部隆之先生に届き、新生沼田中学校校歌の作曲を引き受けていただけるとよいです

ね。万が一断られてしまっても、４校の統合に向けて４校生徒会が協力して一つのことをやり遂げた

という事実、西中生徒会が言い出しっぺとなって、３校に働きかけて取り組んだプロジェクトである

という事実が、4校統合に向けての歴史に刻まれることが何よりも重要であり、価値のあることと考

えます。 

 今後も、いろいろな事柄について、様々な形で、４校のコラボ企画が発動し生徒相互の関係が深ま

っていき、令和１２年の統合をスムーズに迎えられるよう、生徒も職員も、ご家庭・地域の方も連携

協力していけたらと考えますので、引き続きご理解・ご協力のほどお願いいたします。 


